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研究成果の概要（和文）：　本研究は、360度カメラを用いて撮影した摂食嚥下機能評価の様子の動画の中に、
頸部聴診音を音声データとして同期させ、VR機器を用いて学生に供覧することで実際の臨床現場を体験実習させ
る教育システムの構築を目的とした。実際に当クリニックにて病院実習を行う学生を対象として、VR実習と歯科
訪問診療実習の双方を行わせたのち、それぞれの実習に自由記載のアンケート調査を行い、その結果をテキスト
マイニングにて検討したところ、歯科訪問診療実習後に最も多く抽出された単語は「患者さん」VR実習では
「音」だった。今回の結果より、VR実習は、より術者に近い体験を得ることができるようになったのではないか
と考える。

研究成果の概要（英文）：This research aims to synchronize cervical auscultation sounds as audio data
 with a video of a feeding and swallowing function evaluation filmed using a 360-degree camera, and 
to present it to students using VR equipment to simulate actual clinical practice. The aim was to 
build an educational system that provides hands-on training in the field. Targeting students who 
actually do hospital training at our clinic, we had them perform both VR training and dental home 
visit training, then conducted a free-text questionnaire survey for each training, and examined the 
results using text mining. The most frequently extracted word after the dental visit training was "
patient" and during the VR training it was "sound."
Based on the results of this study, we believe that VR training has made it possible to obtain an 
experience that is more similar to that of a surgeon.

研究分野： 高齢者歯科
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　VR実習は実際の臨床現場に立つことはないため、新型感染症の感染拡大などの社会的な影響を受けることはな
く、教育機会の不均衡を生むことはない。それに加えて一定の学習効果があることから、今後歯学生の臨床体験
の一環として、カリキュラムに加えていくことで教育の場所や時間を問わず様々な現場を体験することができる
ようになると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
施設入所や在宅療養中の摂食嚥下障害患者は移動自体が困難であり、外来通院が困難なため

訪問で摂食嚥下機能評価を行うことが多い。訪問による評価は、生活の場の環境や介助の状況、
施設で供されている食形態など食環境全体を評価できる。さらに、これらの評価に基づくケアプ
ランやリハビリテーションプランの提案も施設や在宅の環境に合わせたものが提案できる。こ
れらは直接各スタッフとカンファレンスが可能なことから、ケアプランの作成において施設と
の意思の統一に有用である 1)。 
超高齢社会である本邦において、訪問による摂食嚥下障害患者を支える取り組みを歯学部の

教育に取り入れる試みは各大学に広まりつつあり、実際の訪問診療の現場やカンファレンスの
現場に学生を同行させ体験をさせる実習が行われている 2)。 
ただし、現在世界中で問題となっている新型コロナウイルスによる感染予防の観点より、家族

の面会すらもままならないような状況において、訪問での摂食嚥下機能評価やカンファレンス
の継続そのものが継続できない状況にある。加えて、学生を外来の現場に立たせることも困難に
なっている実情があり、学生を訪問に帯同し、実際の摂食嚥下評価やカンファレンスを体験させ
ることは極めて難しい。そのため、今後、摂食嚥下障害患者の診療や多職種とのカンファレンス
を体験することのないまま卒業し、実際の臨床現場に赴く歯科医師が急増することが考えられ
るため、新たな教育システムの構築は今後の歯科医療を支えるうえで喫緊の課題である。 
医科における臨床教育においても、実際の臨床現場を学生に体験させることが重要であるが、

実際の臨床現場に赴くことなく臨床現場を体験する方法として VR を用いた実習が導入されてい
る。一部医療機関においては放射線治療の体験、手術の体験実習 4)において VR を用いた学生教
育が導入されており、一定の効果を上げている。 
申請者は施設に居住する摂食嚥下障害患者に対し、With コロナ時代における VR を用いた摂食

嚥下機能評価を参加体験できる新たな教育システムの開発が必要であると考えた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は施設療養中の摂食嚥下障害患者を対象とし、摂食嚥下機能の評価を参加体験できる

教育システムの開発を目的とする。我々の所属する医療機関では多数の施設において訪問によ
る摂食嚥下評価ならびに多職種参加のカンファレンスを行っており、昨年までは当クリニック
における学生の臨床参加の現状として、実際の施設や在宅の現場に学生を帯同するという方法
を用いていた。ただし新型コロナウイルスの感染による社会情勢の変化によって、施設への訪問
診療が一度全面的に中止となり、訪問診療自体の継続が危ぶまれた。加えて、外来、訪問ともに
学生を臨床の現場に同席させることが困難となったため、昨年まで行ってきた教育システムは
全面的な見直しを余儀なくされ、実際の臨床現場に同席することのないカリキュラムを構築せ
ざるを得ない状況に至った。 
摂食嚥下障害患者の多くは全身状態の低下により外来通院が困難であり、訪問における評価

を行うことが多い。摂食嚥下機能の評価や指導においては、患者の摂食嚥下機能評価に加えて施
設のマンパワー、施設で提供できる食形態、配置されている職種などの環境因子を指導内容に含
め、ケアプランを構築することになる。歯科大学の教育課程において、患者の摂食嚥下機能評価
ではこれらの環境因子の評価にまで配慮をするという体験が必要である。そこで今回申請者は
VR を用いることにより、実際の臨床現場に赴くことなく、臨床教育を行うことができるシステ
ムの開発が必要であると考えた。 
現在、歯学部の学生教育において、VR を用いた歯の形成実習が試みられているが、訪問によ

る摂食機能評価の体験実習に応用した報告は認められない。さらに、嚥下評価を行う際、食事場
面の外部評価と合わせて行われる頸部聴診は、聴診器を患者の頸部に接触させ聴取するもので
あるため、術者が得ている情報を教育される側が直接確認することができない。現在用いられて
いる VR においても、動画の中に生体情報としての頸部聴診音を組み込んだ体験ができるシステ
ムは存在しない。しかし、VR において聴取される嚥下音や呼吸音を VR 上で体験することができ
れば、さらにその教育効果は高いのではないかと考えた。頸部聴診は、非侵襲的であるとともに、
特別な道具を必要とせず、対象者との意思の疎通がとりにくい場合でも行うことができるため
極めて汎用性が高く、最も一般的な検査法である。 
本研究は、360 度カメラを用い施設入所中の要介護高齢者を対象とした摂食嚥下機能評価の様

子を撮影記録し、VR 機器を用いて学生に供覧することで実際の臨床現場を体験実習させる教育
システムの構築を目的とする。さらに、教育素材として動画の中に頸部聴診音を同期させること
で、より臨床に近い形での実習を行うことができる教育システムを開発し、教育効果を明らかに



することを目的としている。 
 
３．研究の方法 
 
初年度は教育システムを開発した。ツールの媒体としては、360 度カメラによる診療場面の撮

影、並びに評価時に記録された頸部聴診音である。施設入所中の摂食嚥下障害患者に対する外部
観察の様子を動画データとして、実際の頸部聴診音はワイヤレス聴診器を用いて PC に音声デー
タとして記録する。これらの動画データの中に音声データを組み込み、教育ツールとして再構築
し、VR の媒体で閲覧可能な状態に加工する。 
2 年次は上記の方法で構築した教育システムを当クリニックにて臨床実習を行う日本歯科大

学 5 年生全員（151 名）を対象として、VR 実習と実際に歯科訪問診療に同行した体験実習（以下
歯科訪問診療実習）の双方を行わせたのち、「歯科訪問診療実習の感想を述べなさい」「VR 実習
の感想を述べなさい」という問いに対して自由記載のアンケート調査を行い、その結果をテキス
トマイニング（NTT Text Mining Studio 7.1）を用いて検討を行った。 
 
４．研究成果 
 歯科訪問診療実習後のアンケートの結果、最も多く抽出された単語は「患者さん」、VR 実習の
アンケートの結果として最も多く抽出された単語は「音」だった。「音」を注目単語として、共
起される単語を抽出したところ、「聴診器」、「聞く＋できる」、「患者さん」という単語が多く抽
出された。また、歯科訪問診療実習のアンケートの結果より最も多く抽出された単語「患者さん」
を注目単語とし、共起される単語を抽出したところ、「良い」、「思う」、「考える」などの単語が
抽出された。本研究の結果より、VR 実習に関してのアンケートから「患者さん」、「ミールラウ
ンド」など診療に関連する単語が多く抽出されたことから、VR 実習は歯科訪問実習に代わって
歯科訪問診療の体験をすることが可能であることが示唆された。今回の VR 実習には、これまで
にない聴診音の体験が可能であったため、「音」に関連する単語が多く抽出されたが、このこと
から、今回の VR 実習は、より術者に近い体験を得ることができるようになったのではないかと
考える。 
 これらの結果より、VR 実習は歯科訪問診療における教育に有用である可能性が示唆された。 
 
 
 

 
 
 
 

図１VR 実習の感想文のテキストマイニングの結果  

表１ VR 実習の感想文のテキストマイニングの結果 
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